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積雪地帯におけるオウト　ウの樹形開発

第1報　幼木の夏季せん定時期
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Development of Tree Form of Sweet Cherry Treesin Snowy Area

l．Effect of summer prunlng On yOung treeS
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1　は　じ　め　に

これまで山形県におけるオウトウ栽培は，比較的積雪の

少ない村山・置賜地方が中心であったが，近年，最上地方

などの多雪地帯においても導入が図られている。しかし，

多雪地帯では．樹の先端が雪に埋没すると主幹の途中から

の折損が発生するため，定植年に最大積雪深以上の樹高を

確保する必要がある。

そこで本試験では．主幹の延長枝以外の新梢を摘心する

夏季せん定による樹高の確保法について検討した。

2　試　験　方　法

試験には，1996年4月に定植した1年生首のアオバザク

ラ台の‘佐藤錦－　を供試した。

夏季せん定は，表1に示した時期に，主幹延長枝以外の

主幹から発生した新梢を1－2cI】の長さでせん除（摘心）

した。また，新梢の摘心により発生した副梢は．それぞれ

の夏季せん定時期に基部からせん除した。

表1　試験区

試　験　区　　　　　　　夏季せん定時期
6月上旬区　　　6／6・7／8・8／12・9／13
7月上旬区
8月中旬区
9月中旬区
無処理区

7／8・8／12・9／13

8／12・9／13

9／13

調査は，それぞれの夏季せん定時に幹周（接ぎ木部位の

10cm上部），全新梢長．全副梢長，全新梢藁数及び全副梢

彙数を測定し，落葉時に樹高．幹周，全新梢長及び全副梢

長を測定した。

3　試験結果及び考察

（1）新梢及び副梢伸長に及ぼす影響

全新梢長は，いずれの処理区とも第1回目の夏季せん定

後急激に低下したが，6月上旬区では．6月上旬に摘心し

た葉芽から新たな新梢が発生してきたために再度摘心する

必要があった。これは，夏季せん定の開始時期が早いほど

反発が大きくなるためと考えられた（図1）。
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図1　全新柄長の推移に及ぼす影響

8月6日　　7月針目　　〇月12日　　9月13日　10月8日

調査月日

図2　全副消長の推移に及ぼす影響

全副消長は，6月下旬区及び7月下旬区で長くなったが，

8月中旬区，9月中旬区及び無処理区では副梢の発生が少

なかった（図2）。

（2）藁数に及ぼす影響

新梢乗数は，6月下旬区で第1回目のせん定後に新柄伸

長が旺盛になったため糞数が増加したが，その他の処理区

ではせん定後に減少し．最終的には無処理区が最も多くなっ

た（図3）。

副消費数は．副梢の発生が少なかった9月中旬区及び無

処理区で少なく推移し，せん定開始時期が早くなるほど生
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図3　新柄の全窯数の推移に及ぼす影響
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図4　副梢の全費数の推移に及ぼす影響

育期の費数が多く推移した（図4）。

（3）幹肥大に及ぼす影響

幹周は，いずれの区とも9月中旬頃までに順調に大きく

なったが，夏季せん定区で9月中旬以降は幹の肥大が緩慢

になった。これは，夏季せん定により妾数が減少したため

と考えられた（図5）。

（4）落葉時の樹体生育に及ぼす影響

樹高は，夏季せん定の時期が早い6月上旬区が最も高く，

夏季せん定の開始時期が遅くなるにつれて低くなる傾向に

あった。幹周は無処理区が最も大きく，全新消長及び全副

（
E
U
）
嶋
深
娠
朝

6月柑　7別日　8月－2日　9月138　相月8日11朋日
調査月日

図5　幹周の推移に及ぼす影轡

衰2　落葉時の樹体生育に及ぼす影響

処理区樹（cm）高幹　周全新消長全副梢良（CⅡl）　　（cm）　　（cm）

6月上旬区　　214
7月上旬区　168
8月L旬区　196
9月上旬区　137
無処理区　146
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楠良は無処理区で明らかに良くなった（表2）。

4　ま　と　め

早期（6月上旬）から夏季せん定を実施することにより，

主幹延長の新梢伸長を促進し，目標樹高を早期に確保する

ことが可能になると考えられた。しかし，夏季せん定の開

始時期が早くなると夏季せん定の反動が大きく，副梢の発

生が多くなるため，随時副梢をせん除する必要があると考

えられた。

また，一般的に夏季せん定は樹勢を抑制させる効果が知

られているが，本試験においても夏季せん定により，幹の

肥大が抑制されたことから，樹勢の抑制効果が確認された。

なお．樹勢を抑制することを目的とする場合は，夏季せん

定の時期を8月以降と遅くすることにより，新梢の再伸長

や副梢の発生を抑制でき，容易に樹勢コントロールが可能

になると推察された。
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